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１）全数報告の感染症（１類～５類）　　
　　　    　累積報告数

  感 染 症 類 型  疾　　　　患　　　　名 　滋  賀 　  全  国
     (36週)       ( 36週)   滋  賀   全  国（＊１）

 １ 類 感 染 症          報告なし 0
 細菌性赤痢 0
 腸チフス 0

 ３ 類 感 染 症  腸管出血性大腸菌感染症 0
 E型肝炎 0
 A型肝炎 0
 オウム病 0
 デング熱 0
 マラリア 0
 レジオネラ症 0
 アメーバ赤痢 0
 ウイルス性肝炎 0
 クロイツフェルト・ヤコブ病 0
 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 0
 後天性免疫不全症候群 0
 ジアルジア症 0
 梅毒 0
 破傷風 0
 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 0
 急性脳炎 0

   ＊1：平成16年報告数の全国報告数は、滋賀県で報告された疾患を対象としています。
   ＊2：検疫法第26条の3に基づく検疫所長から滋賀県知事への通知分2件を含みます。
   ＊3：平成17年第34週現在の報告数です（iDWR掲載の報告数を参考にしています）。

２）定点把握の対象となる５類感染症
(1)疾病別・週別発生状況（第31～36週、8/1～9/11）

　　　定点当たり患者数 （↑前週より増加　　　→前週と同じ　　　↓前週より減少）
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(2)疾病別・保健所管内別発生状況（第36週、9/5～9/11）

　　　　　　　　　　定点当たり患者数(県・保健所管内別）
  県  　大津  　草津  　水口 　八日市  　 彦根  　長浜  　今津

インフルエンザ
RSウイルス感染症
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流行性角結膜炎
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クラミジア肺炎（オウム病を除く）
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疾　  患 　 名

感染性胃腸炎

0
1
2
3
4
5
 　大津

 　草津

 　水口

　八日市 　 彦根

 　長浜

 　今津

水痘

0

0.5

1
 　大津

 　草津

 　水口

　八日市 　 彦根

 　長浜

 　今津

突発性発しん

0
0.5
1
1.5
 　大津

 　草津

 　水口

　八日市 　 彦根

 　長浜

 　今津

流行性耳下腺炎
（おたふくかぜ）

0

1

2

3
 　大津

 　草津

 　水口

　八日市 　 彦根

 　長浜

 　今津

今週の発生状況：
　　     咽頭結膜熱は先週に引き続き大津で多くなっており今津からも報告されています。感染性胃腸
　　　　炎は大津および草津で多くなっており、特に草津では先週にひき続き増加しています。伝染性紅
　　　　斑については先週は水口および今津から報告されていましたが、今週は大津および八日市から
　　　　報告されています。また、百日咳は大津から、無菌性髄膜炎は長浜から報告されています。

－定点当たり患者数－
　　　感染症発生動向調査事業に係る報告のために、滋賀県が指定した「指定届出機関」を定点医療機関（定点）といい、一週間
　　 を単位として一カ所の定点から何人の患者が報告されているかを示したものです（患者報告数／定点医療機関数）。
　　　　例えば、一つの疾患（インフルエンザ等）について、一週間に53カ所の定点から総数53人の報告があれば、定点当たり患者
　　 数は1.00となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊疾患により定点数は異なります。

－全数報告感染症－
　　　滋賀県内の医療機関において、医師が感染症法で定められている一～四類および五類感染症に該当する患者を診断したと
　　 き医師は保健所に届出ることになっています。届出により、滋賀県内で発生している感染症法で定められた一～四類および五
　　 類感染症を把握することができます。これを全数報告の感染症といいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊感染症法：感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

疾患別・保健所管内別発生状況（定点当たり患者数）
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３）今週のトピックス

◆手足口病の発生は増加傾向持続

   定点把握の対象となる5類感染症の発生状況は、先週（8月29日～9月4日）の報告数より
さらに少なくなっていますが、手足口病、流行性耳下腺炎、流行性角結膜炎等の発生は増
加しています。また、水痘、ヘルパンギーナ等の発生は減少しています（詳細については、
疾病別定点当たり患者数のグラフ参照）。
　  今週は全数報告感染症の届出はありませんでした。
　
  手足口病については、先週の定点当たり患者数0.85よりさらに増加し1.12となっています。
　　　　　 特に、今津保健所管内の定点当たり患者数は7.00と非常に多くなっています。
　ヘルパンギーナについては、先週の定点当たり患者数1.70より減少し1.06となっています
　　　　　 が大津および今津保健所管内では多くなっています。
　流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）については、先週の定点当たり患者数0.85よりやや増加
　　　　　 し0.91となっており、草津および八日市保健所管内で多くなっています。
　

　　全国集計などの詳細な集計結果は、国立感染症研究所感染症情報センターのホームページ
（ｈｔｔｐ：//idsc.nih.go.jp/index-j.html)において公表されています。

★定点把握の対象となる5類感染症における上位5疾患の保健所管内別発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　（平成 17年第36週、H17.9.5～H17.9.11）
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   県全体における上位5疾患の発
生状況については定点当たり患者
数に大きな違いはみられません。
　感染性胃腸炎は先週と同様に大
津および草津で多くなっています。
　手足口病は今津で、咽頭結膜熱
は大津で多くなっています。
　また、ヘルパンギーナは大津およ
び今津で、流行性耳下腺炎は草津
および八日市で多くなっています。

　近畿地域における手足
口病の発生状況についてみ
ると、兵庫県、大阪府、京都
府および奈良県においては
第27～29週にピークとなり、
それ以降減少傾向を示して
います。
　 滋賀県においても他の府
県と同様に第27～29週にピ
ークを示しその後減少してい
ましたが、第33週から再び微
増傾向となっています。

★近畿地域における手足口病の発生状況（平成17年第25週～第36週、H17.6.20～H17.9.11）

 ＜手足口病のミニ知識＞

　  手足口病は、コクサッキーA群ウイルス（CA16、CA10など）、エンテロウイルス(EV71など）に感染することに
より起こります。主に幼児（4歳までぐらい）を中心として夏季に流行する急性ウイルス感染症で予後は良好で
す。しかし、急性髄膜炎、急性脳炎を合併することもあり、特に、EV71による場合には中枢神経系合併症に注
意する必要があります。

　　　・感染様式：飛沫感染、経口感染、接触感染　　　　　　　　 　　 ・治　　療　：対症療法（刺激の強い食事を避け、柔らかい
　　　・潜伏期　 ：3～5日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食べ物や水分を摂るようにします。）
　　　・臨床症状：口腔粘膜、手、足などに2～3mmの水疱性発し  　 ・予　　防　：患者に近づかない、手洗いを十分にする、患
　　　　　　　　　　　んができます。また、軽度の発熱（38℃以下）が　　　　　　　　　 者や回復者にも排便後の手洗いを徹底させ
　　　　　　　　　　　みられることもあります。　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
　　　・合併症　 ：まれに急性髄膜炎、小脳失調症、急性脳炎、　　　・登校、登園のめやす：
　　　　　　　　　　　心筋炎、AFP（急性弛緩性麻痺）を起こします。　　　　　　　　　　患者の健康状態により判断します。
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 疾病別定点当たり患者数（平成１７年第１週～第３６週、H17.1.3～H17.9.11）

　　H16 　　滋賀
　　全国

　　H17 　　滋賀
　　全国
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